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一 対訳法から直接法へ

木 村 宗 男

1.台 湾 日本藷 教育 の創 始期

山 口喜 一 郎(1872～1952)は1897年(明 治30年)か ら,太 平 洋 戦争 の終

戦 に よ って 帰 国 す るま で,少 くと も52年1レ とい う長 い あ い だ に わ た って,

外 地 α)日本 語 教 育一 筋 に 生 きた 人 で あ る.山 口が 日本 語 教育 の道 に は い っ

た の は,周 知 の よ うに 台 湾 に お い て で あ った.台 湾 総 督 府 学 務 部 のr国 語

講 習 員 」 と して,1896年(明 治29年)12月 に台 湾 に渡 り,翌 年4月1日 に

講 習 を修 了 して,総 督 府 の 日本 語 教 員 に任 命 され た のが,山 口 の 日本 語 教

育 活 動 の第 一 歩 で あ った,そ こで い ま 山 口 の 日本 語 教 授 法 を調 べ る に 当 っ

て は,ま ず 当時 の台 湾 の 日本 語 教 育 につ い て見 てお か な けれ ば な ら な い,

台 湾 で 目本 語 教 育 が始 め られ た σ)は1895年(明 治28年)で あ った,そ の

年 の4月21日 に 日清 講 和 条 約 が 調 和 され る と,日 本 政 府 は 早 く も5月21目

に 台 湾 総 督 府 仮 条 令 を制 定 し て,台 湾 統 治 に 着手 した.し か し,5月25日

に 台 湾 独 立 宣 言 を掲 げ る反 乱 が 起 った ・ 口本 の 軍 隊 は5月29目 に 台湾 に上

陸,6月7日 に 台 北 を平定 し,そ の あ と,よ うや く台 湾 総 督 府 が開 設 され

た,総 督 府 学務 部 長 に任命 され た伊 沢修 二 が部 員3名 を率 い て 台湾 に上 陸

した の は7月 で あ った が ・ 当時 の 台北 は戦 火 と掠 奪 を恐 れ た 市 民 が 四 散

し,市 中 は荒 廃 して お り,学 校 を再 開 で き る状 態 で は なか った.伊 沢 は 台

北 か ら北 へ約12キ ・¢)士林 に適 地 を求 め,芝 山 巌 とい う丘 σ)上の 開 淳 聖 王

P山 口が 帰 国 した σ)は,1947年4月 で あ るが,

時 に 終 った もの と判!析す一る.
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廟 内 に学 務 部 を開 設 した.同 時 に 廟 の 建物 の一 部 を教 室 と し て,こ こ に

r芝 山巌 学堂 」 を開校 した,こ の と き入 学 した生 徒 は わず か6名 で あ った,

それ も,伊 沢 らの熱 心 な 勧 誘 に よ る もの で あ った.士 林 は も と も と学 問 を

好 む 人 士 の 多 い土 地 柄 で あ った プ)で,8月 に は 生徒 数23名 に な1},学 務 部

員 も6名 に 増員 され た 、

伊 沢修 二 は そ の経 歴 か ら も知 られ るよ うに,単 な る行 政 官 で は な か っ

た ・ 自身教 育実 践 者 で あ った伊 沢 は,廟 内 の学 務 部 に部 員 と寝 食 を共 に し

な が ら,自 ら授 業 を担 当 し,日 本 語 教 材 のf乍成 と教 授 法 の 研 究 に専 念 した.

伊 沢 は 教 員 の不 足 を補 うた め,内 地 の現 職 教 員か ら募 集 した講 習 員 を芝

山 巖 で ロ本 語 教 員 と し て養成 す る こ と を考 え た,そ の講 習 員募 集 とそ の 他

の要 務 を おび て,伊 沢 が東 京 に出 張 中 の1895年12月31目 の夜 か ら元 日に か

け て,台 湾 北部 に ま た も激 しい反 乱 が起 った.芝 山学 堂 も襲 撃 され て,6

名 の 学 務 部 員 は 全.員遭難 し て果 てた.こ れ が い わ ゆ る 「芝 山巌 事 件.1で あ

る,遭 難 の6氏 は 「六 氏 先 生 廟 」 に祭 られ,台 湾 に お け る教 育 者 の使 命観

を鼓 吹 す るr芝 山 巌 精 神 」 が そ の 後 唱 え られ た の で あ った,こ の6氏 とそ

の後 台 湾 教 育 に倒 れ た 数 多 くσ)物故 者 の 慰 霊 の た め,台 湾 教 育 会 が1933年

に発 行 したr芝 山 巌 誌 』 には,事 件 の詳 細 と と も:二,芝 山学 堂 に お け る 目

本 語 教 育 の 状 況 も,体 験 者 に よ って詳 し く報 告 され て い る.そ れ に よ っ

て,山 口の 受 け た講 習 につ い て も知 る こ とが で き る.

芝 山 学 堂 は事 件 の た め 一 時 閉鎖 の や む な きに 至 った が,4月21日,伊 沢

の 帰 任 に よ って再 開 され た,こ の と き,伊 沢 は新 任 の学 務 部 員13名 と講 習

員45名 を引 率 して帰 った.講 習 員 は 正 式 に は 「国語 講習 員 」 と い う 名 称

で,こ の と きが 第1回 で あ る.山 口は そ の つ ぎの年 の第2回 国語 講 習 員 で

あ った,

2.国 語 講 習員 山 口喜 一 郎

山 口 らの第2回 国 語 講 習員 の 募 集 は1896年(明 治29年)10月 に行 な われ

た こ")と き び)講習 員 には,甲 ・乙 提)2種 が あ り,甲 種 は小 学 校 本 科 正 教
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員 以 上 の 者 で 教 員 にな る もの,乙 種 は 中 学 卒 業 以 上 の者 で事 務 を担 当 す る

もの で あ った.各 府 県 か ら2名 ず つ ぐ らい推 薦 され た 中 か ら,試 験 に よ っ

て 甲種50名,乙 種26名 が 採 用 され た,

甲種 の試 験科 目は 「漢 作文 」 「国 文漢 訳 」(目 本 語 の会 話 文 を漢 訳 させ る

もの),そ れ に 口頭 試 問 で あ っ た,当 時 は 日本 人 と台湾 人 が筆 談 に よ っ て

意 志 の疎 通 を行 な わ な けれ ば な らなか った ので 、 漢 文 の素 養 が 重 視 さ れ

た,筆 記 試 験 合格 者 には 伊 沢 が直 接 面 接 して,口 頭 試 問 を行 な った ・r台

湾 には5年 くらい い なけ れ ば な らな い が それ で も よい か」 な ど と聞 い た あ

と,王 十 音 を読 ませ た 弘rツ ァ」 な どの よ うな発 音 を させ る発 音 テ ス ト

も行 な った 、 これ は 台湾 語 学 習 の適 性 を知 るた めで あ った,

山 口 は1872年(明 治5年)に 石 川 県 鳳 至 郡 輪 島 村 に生 まれ,石 川 県 尋 常

師 範 学 校 を1887年 に卒 業 してい る.し た が っ て この と き まで に 約9年 び)教

員 経 歴 が あ り,年 齢 は25歳 で あ った こ とに な る.山 口の志 願 の動 機 は わ か

らない.

第2回 講 習員 は学 務 部 員4名 に 引率 され て,12月9日 に貨 物 船 小 倉 丸 で

神 戸 を 出 港 し,15Hに 基 隆 に上 陸 して,そ の 日の うち に芝 山巌 学 堂 に着 い

た。 芝 山巖 学 堂 は 明 治29年3月30日 公 布 の台 湾 総 督 府 直 轄 学 校 官 制 に よ っ

てr国 語 学 校 附 属 芝 山巌 学 堂 」 と改 称 され て いた.山 口は こ こで 授 業 日数

73日 の講 習 を受 け た,

講 習 の 学 科 は 「台 湾 語 」r国 語 教 授 法 』r理 科..Ir「11『歌Ir体 操 」 で あ った

が,大 部 分 はr台 湾 語 」 に 当 て られ た.

r台 湾 語一1はr発 音 』r会 話 」 に 分 け られ た,発 音 は主 と して八 声 の練 習

を した.会 話 は さ らに分 かれ て,r目 常 会 話 二 とr小 学 読 方 作 文 掛 図 教 授

指 針 」 の二 つ で あ った.r日 常 会 話 」 は芝 山巌 六 氏 の編 集 した 『新 日本 語

言 集 』 と 『会 話 入 門 」 を使 った.教 師 の範 唱 に従 っ て斉 唱 す る こ と を反 復

した の ち,各 自 に言 わ せ て訂 正 す る方 法 が 取 られ た ・ 教 師 は 芝 山 学 堂最 初

の 生 徒 で あ った 桐 秋 潔,郭 廷 献 で あ った.

r小 学 読 本 作 文 掛 図 』 とい うの は,小 学 読 本 を掛 図 に した よ うな もの で,
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絵 に添 え て語 句 や 文 が 書 か れ て い る、 第1課 「ハ ナ 」 第2課rハ ト」 な ど

σ)単語 か ら始 ま 凱 第5課rハ ト ハ ナ 」 な ど を経 て,第6課rキ ノシ

タ ニ スズ ム」 な どの 短 文 が 絵 と と も に示 して あ る.こ の よ うに して,最

後 には ひ らが な,漢 文 ま じ り文 へ と進 む の で あ る、 この掛 図 には 『教授 指

針』 が つ い て い る.各 ぺ 一 ジ を上 下2段 に 分 け,上 段 に は 日本 語 ¢)原文,

下段 に は 台 湾 語 に よ る対 訳 が あ り,そ れ に 八 声 の 符 号 が つ い て い る.教 師

は 台 湾 許 と 日本 語 を対 照 し て読 む こ とが で き る,掛 図 は文 部省 で編 纂 した

もの を台 湾 で利 用 し て作 った,講 習 員 は 将来 これ を使6て 日本 語 を教 え る

と きの 台湾 語 を糸束習 『勇る わ け で あ る.

『指 針 』の終 りに は 「実 地 教 授 の例 」 とい うの が あ る.は じめ に 台 湾語 に

よ って教 室用 語 「オ カケ ナ サイ 」「立 チ ナ サ イ 」「此 方 ヲ見 ナ サ イ 」な ど と教

え,つ ぎに は掛 図 の1課 か ら10課 まで を台湾 語 で教 え る例 を示 す,そ の ほ

か濁 音 ・半 濁 音,テ ニ ヲノ・,ヰ ・ヱ な どの 文字 を教 え る場 合 の 台湾 語 に よ る

説 明 が あ り,そ れ ぞ れ カ ナで 発 音 を示 し,八 声 の符 号 が つ け て あ る.教 師 は

これ さ え持 って い れ ば,台 湾語 で授 業 を進 め る こ とが で き た とい われ て い

る.当 時 は 台 湾 語 を使 って徹 底 的 な 対 訳 教授 法 を取 って い た わ け で あ る,

r国 語 教 授 法 」 とい う科 目で は,第1回 練 習 生 の と きは,初 歩 の課 の教 案

作 成 を課 し,伊 沢 自身 が い ち い ち校 閲訂 正 した.講 習 生 は それ を使 一・て授

業 を行 な い,批 評 を受 け た,第2回 講習 で は こ の方 法 は行 な わ れ な か っ

た,附 属 学 校 の実 際授 業 を見 学 す る に と どま っ た,

以 上 は 主 と して,第1回 講習 員 で あ った加 藤 元 衛 門 の記 述(『芝 山巖 誌 .1)

に よ る.

3。 初 期 の 日本 語 授 業

山 口 ら第2回 講 習員 が見 学 した と思 われ る授 業 の様 子 は,後 年 山 口 自身

の執 筆 したr台 湾 に於 け る傍沢 修 二 先 生 」(雑 誌r目 本 語 一211第5巻 第1号

1944)に よ って,つ ぎグ)ような もの で あ っ た と想{象され る、

2〉 日木 語 敦 育 振 興 会編 集 発 行(1941～1945).
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教材ならびに教師用として,つ ぎのものが庚用された.

文部省編輯局によるもの

小学読本

小学よみかき教授書

小学読方作文教授掛図

台湾総督府民政部学務課によるもの

小学読書教授指鍼

小学読方作文掛図教授指針

日本語教授書

新 日本語集

台湾十五音及字母附八声符号

授業は甲 ・乙2組 に分けて行なわれた,

甲組(青 年識字者・地方吏員 となるためσ)速習)午 前10時 ～12時

翻 鰍 よみか　 継
問答 小学校読方作文教授掛図

乙組(8歳 以.E15歳 以下の児童 ・少年)

午前10時 ～12時,午 後 ユ時～1時30分

翻 目本語　
唱歌 小 学 唱歌 集 か ら,『 君 が 代』 『皇 御 国 』(伊 沢修 二 作 曲),r螢 の

光 』 な ど

は じめ は ・ 伊 沢 自身 が 教壇 に立 ち模 範 を示 した.甲 組 の問 答 は終始 伊 沢

の担 当 で あ った ・6月 か ら文 法 と唱歌 を加 え,文 法 は これ も伊 沢 が担 当 し

た ・伊 沢 は の ち に この とき の教 材 に よ ってr国 語 教 授 参 考 書 巻 三 」 を著

した・ さ らに の ち に は,地 理 も加 え られ た ・ これ はr国 語 読 本 初 歩 一 を編

む た め の実 験 的 な授 業 で あ った.

乙組 の授 業 に よ っ て は,の ち にr国 語 教 授 参 考 書 巻 一 』 が作 られ た,
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4.伊 沢 修 二 の 影 響

伊 沢修 二 が明 治 初 期 目本 の 教 育 にお い て,音 楽 教 育,ろ ラあ 教 育,師 範

教 育 の創 始 者 と して果 した 功績 は,よ く知 られ て い るが,上 記 の よ うに,台

湾 の 日本語 教 育 σ)創始 者 で もあ った こ とは忘 れ られ て い る ら しい,国 語 学

辞 典 の伊 沢修 二 の項 さえ,そ の こ とに触 れ て い な い,

伊 沢 は 明治28年 広 島 σ)大本 営 で樺 山 資紀 台湾 総 督 に 台湾 教 育 につ い て進

言 した の が機 縁 と な っ て,総 督 府 学 務部 長 に任 命 され,台 湾 の教 育 の全 責

任 を負 うこ と に な った ので あ る・ 伊 沢 は 当初 か ら,台 湾 の教 育 は 日本 語 で

行 な うこ と を基 本 方 針 と してい た・ 明 治28年10月 に台 南 へ 視 察 に赴 い た

際,英 人宣 教 師 バ ー ク レー か ら,・ 一 マ 宇 表 記 の 台 湾 語 を使 用 す べ きで あ

る と助 言 され た が,議 論 の 末 これ を し りぞ け た,伊 沢 は 台 湾`)子 弟 が 目本

語 を習 得 す る こ との 可 能性 を信 じて疑 わ な か った.そ れ は,か れ が ア メ リ

カ留 学 中 に学 ん だ教 育学 ・音 声学 魔 どの知 識 と,帰 園後 実 際 教 育 に従 事 し

た 体 験 か ら くる 自信 に よ って 裏づ け られ て い た ・伊 沢 の考 え はr台 湾 公 学

校 設 置 に 関 す る意 見 』(./{ン フ レッ ト,明 治30,5,2)に 述 べ られ てい る,

山 口は前 記 のr台 湾 に於 け る伊 沢修 二先 生 」 ¢)文中 で,伊 沢 の師 範 教 育

重 視 の卓 見 を高 く賞 揚 し,さ らに つ ぎの よ うに述 べ て い る.

「50年 に近 い教 育 経 歴 の源 は先 生 の選 抜 の、圏に 、仁る もの と始 終 感 激 し て

い る.1と 。

山1:.[が伊 沢か ら受 け た影 響 は,伊 沢 の教 授 法 の理 論(r第1回 講 習 員卒 業

証 書 授 与 式 に於1'.♪る伊 沢学 務 部 長 報告 及演 説 」『芝 山 巌 誌 、1所収)か ら よ り

も,精 神 的 な もの の方 が大 きか った の で は な いか と考 え られ る,

伊 沢 の主 張 した 教 授 法 では,日 本 語 を教 え る の にr話 し言 葉 か ら して今

目の普 通 文 に及 ぼ す 」 とす る.そ して普 通 文 にはr口 本 文 脈 を追 うて来 て

い る普 通 文 」 とr漢 文 脈 を追 うて 来 て い る普 通 文 とが あ る、1と し,後 者 は

台 湾 で は 教 え易 い と して い る.こ れ は 当 時 と して は進 ん だ 考 えで あ るが,

教 授 方 法 は訳 読 法 を一・歩 も出 な か った ・ そ の た め に ・講 召1員は 何 よ りも台
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湾 語 の習 得 に最 大 の努 力 を した と言 ってい る,

5,対 訳 法 か ら直 接 法 への 契 機

第2回 講 習 員 の修 了 証書 授 与 式 は4月1日(明 治30年)に 行 なわ れ た・

甲種 修 了者 名簿 中 の41番 目 に

石 川 県 士族 山 口喜 一 郎 第2附 属 学 校 嘱託42

とあ る、 名簿 の順 位 は何 に よ る σ)かわ か ら な い・ 氏 名 のつ ぎは 修 了 後 の配

属 を示 し,最 後 の数 宇 は月俸(単 位 円)で あ る.

国 語学 校 第2附 属学 校 嘱 託 と な った 山 口は,講 習 で伊 沢 に教 え られ た と

お りに対 訳法 を,忠実 に実 践 した に ち が い な い・ そ の山 口 に対 訳 法 か ら直 接

法 へ の転 換 を行 な わせ た契 機 が ま もな くや って くる.

1898年(明 治31年)に 国語 学 校 教 授 橋 本 武 誹 は 同 校 の 図 書 σ)中 に,

FrangoisGouin(B31～1895)のL'artd'ensigneretd'etudierleslangues

(1880)の 英 訳書TheArtofTeachingandStudyingLanguages(1892,

HowardSwan,VictorB6tis翻 訳)を 見 つ け て興 味 をひ か れ た.山 口 ら

は橋 本 が同 書 の講 読,解 説 をす るo)を 聞 い て,Gouin¢)方 法 に ょ る授 業 を

実 験 的 に行 な う こ とに した ・ 反 対")意 見 も あ った が,そ れ を押 し切 っ て,

艀 脚 附 属学 校 び)授業 で山 口が 実 行 した.結 果 は 成 功 で あ った.こ び)実験 的

授 業 の 結果 に か ん が み て,大 矢 透 と杉 山文 悟 が編 修 に 当 った 新 しい 国 語 読

本 は,対 訳 を用 い な い で 教 え る読 本 とす る こ とに な っ た.そ の後,授 業 は

この新 しい 国 語 読 本 を中 心 と して,話 し方,読 み方,書 き取 り,作 文 な ど

を教 え る 二 と に な った.同 時 に表 記 はr発 音仮 名づ か い」 を採 用 した.こ

れ は 小 川 尚義41の 主 張 に よ る もの で あ った5:、

こ の教 授 法 改 革 の発 端 はGOuinの 書 に 教 え られ た こ とに よ るが,当 時

は,そ れ まで の対 訳 法 に よ る授 業 に限 界 が 見 られ,現 場 教 員 の あ い だ に は

3〕 第2回 講 習 員 を引 率 して赴 任 した学 務 音1τ員の 一人 であ う文 学 士.

4)言 語 学 専政 の文 学士,

5)『 口本 語 教 授 法 原 論 、lp、392.
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焦 燥 が感 じ られ て い る と きで あ った,伊 沢 は これ よ りさ き,第2回 講 習.員

を送 り出 した直 後 の4月26日 に 「御 用 有之 上 京 を命ず 』 とい う 命 令 を 受

け,さ らに 同年7月29日 付 でr学 務 部 長 非 職 被 仰 付(内 閣)」 とい う辞 令 を

受 け て,台 湾 の教 育 か ら離 れ て い た.橋 本 がGQuinの 教授 法 を発 見 し,

山 口 らが そ れ を 実験 し よ うと した と きに,も し伊 沢 が 台 湾 の 日本 語 教 育 を

指 導 して い た ら,果 して教 授 法 の改 革 が 行 な わ れ た か ど うか ・ あ るい は ・

伊 沢 の こ とで あ るか ら・ 積 極 的 にそ れ を支 持 した か も しれ な い ・

HowardSwanは1892(明 治25年)文 部省 に招 か れ て東 京 高 商 フ)外国 人

講 師 と し て来 日した,1903年 文 部 省 主 催 の 夏 期 英語 教 育 講習 会 で,94入 α)

英 語 教 員 に対 して,SwanがGouinの 教 授 法 を紹 介 した こ と も あ った が,

この 方 法 は 日本 の 英 語 教 育 界 か らは 受 け入 れ られ な か った.日 本 の 英語 教

育 に グ ア ン法 は 適 しな か った の で あ る.

そ れ に 反 し て,台 湾 の 日本 語教 育 の場 合 は グ ア ン法 が 受 け入 れ られ,実

験 され た.台 湾 で は 初 等 教 育 の 第1年 か ら・ す べ ての授 業 を 日本 語 で 行 な

うとい うの が,当 初 か らの 基 本原 則 で あ ッた ・ そ フ)上・ 台 湾 で の 教 育 は母

語 を異 に す る もの が 対 象 で あ っ て,対 訳 法 を取 るた め には,ま ず 教 師 が 台

湾語 を習 得 しな け れ ば な らな い ・ 当 時,日 本 人 で 中 国認 を よ くす る もの と

い え ば,例 外 な く北 京語 で あ り,そ の 数 も ご く少数 で あ った ・ また 台 湾 人

の 中 に も北 京語 の で き る もの は 少 な か った の で あ る・ この よ うな 事情 の も

とで,対 訳 法 に よ る授 業 を行 な うには,前 に も述 べ た よ うに,教 師 が まず

相 手 の母 国 語 を習 得 しな けれ ば な らない.し た が って,学 習 者 の 目本 語 の

進 歩 は,教 師 α)台湾 語 学 習 の進 歩 の歩 幅 を越 え る ことが で きな い わ けで あ

る.し か も,教 師 は台 湾 語 の学 習 に の み追 わ れ て,教 授 法 上 の 研 究 をす る

こ と も,授 業 の準 備 を十 分 にす る こ と もで き ない.に もか か わ らず,台 湾

の 日本 語 教 育 の初 期 に,対 訳 法 に よ って成 果 を あ げた とす る と・ そ れ は ・

例 のr芝 山巌 精 神 」 を継 ぐ教 師 のひ たむ き な努 力 と・ そ れ を統 率 す る伊 沢

の才 能 と献 身 的 な努 力 と,そ して,学 校 所 在 地 附 近 ¢)台湾 人 士 の好 学 心 に

よ る もの で は なか った か と、思わ れ る、
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1898年10月 に 公学 校 令 が施 行 され て,教 育 体 系 の完 成 が 目程 に の ぽ って

くる と,高 等教 育 に必 要 な 口本 語 能 力 を与 え る こ とが 日本 語 教 育 の新 な 目

標 と して加 え られ た.こ れ まで の応 急 処理 的 な対 訳 教授 法 で は早 晩 行 き詰

ま っ た に ち が い な い.す で に そ ¢)兆候 を見 て,心 あ る 口本 語 教 員 が悩 ん で

い た とき に ・GOuinの 教 授 法 が橋 本 に よ って紹 介 され た σ)であ った.こ れ

は教 員 に と って教 授 法 に対 す る開 眼 で あ り,新 しい教 授 法研 究 の 意欲 をか

き た て られ た,伊 沢 に よ って植 え つ け られ た教 員 の 開柘 者 的 精神 と探 究欲

が,Gouinに よ って触 発 され た と言 って もい い で あ ろ う.伊 沢 か らの精 神

的 影 響 を強 く受 けた 若 い レ1旧は こ の方 法 の先 駆 的 な実 験 に意 欲 を燃 や した

も の と思 われ る、

6,直 接 法 の 確 立

直 接 法 に切 り替 え られ てか らの 教 授方 針,教 授 方 法,教 材 作 成 基 準 な ど

は,r台 湾公 立 学校 国語 教授 法要 旨 」(1900,12,総 督 府 学 務 課)に 一 括 し

て記 述 され,台 湾 の 日本 語 教 授 者 が迷 うと こ ろ な く進 む 道 を示 した6㌧

そ の こ ろ の教 授 法 につ い て山 口 は 『日本 語 教 授 法 原 論.17レで つ ぎの 、女 う

に述 べ てい る,

始 め グ ア ン氏 方 案 に よつ て教 授 法 が 行 は れ た 際 には,対 訳 を廃 し,土

語 を使 用 し な い こ と を望 ん だけ れ ど も,話 方 教 授")初 期 に於 い ては,教

材 の 内 容 即 ち言 葉 の意 味 で あ る事 実 を土語 に て説 明 し,然 る後,そ れ を

直 観 方 便 に移 し て国 語 を授 け る こ と を許 した の で あ つ た.(「 日本 語 教授

法 原 論JP,393)、

す な わ ち,こ の こ ろは ま だ折 衷 的 方 法 が 取 られ てい た,純 然 た る直接 法

が行 な わ れ る よ うに な った の は,2度 目の 読 本 改 正(1911年)の ころ で あ

った.

そ の後 の 台湾 の 目本 語 教 育 の進 展 ぶ りを見 る と,こ ヴ)ときσ)直接 法 へ の

6)『 日本 「昏老気†受 『去原 「1向』(p.406～418),

7)1943殉 弘呆斤1}己元 ネ土.
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切 り替 え が い か に重 要 な転 機 で あ った か が わか る、 しか も,こ の 台湾 の方

法 が 山 口 の足 跡 と と もに,朝 鮮 ・旧満 州 ・華 北 へ と受 けつ がれ て い っ た の

で あ る.

山 口 は 『日本 語 教 授 法 原 論 』 の結 語 で,Gouinの 方 法 につ い て詳 し く述

べ た あ と,つ ぎ の よ うに批 判 ・評 価 してい る,(p.406).

それ を要 約 す る とつ ぎ の とお りで あ る.

グ ア ン法 につ い て の 批 判

①1教 課 の項 数 を20乃 至25に 限 った こ とは 独 断 で あ り,不 自然 で あ る・

② あ る題 目が 示 す 目的 につ い て連 想 され る手 段 系 列 の 展 開 が 煩 鎖 に過

ぎ教 授 上 賛成 しが た い.

③ 外 界事 物 を 目的 と手 段 ¢)関係 で 見 る見 方 に の み 重 き をお い て,実 際

に わ れ わ れ が 空 間 的統 一体 と して観 察 し記 憶 す る方 面 を閑 却 した と こ

ろ は グ ア ン法 幌)欠、県で あ る.

グア ン法 に つ い て の言平価

① 事 物 を動 的 に と らえ,言 表 の 中心 を動 詞 に お い た こ とは よ い 、

② 目的 と手 段 び)関係 で 教材 を統 一 し,雑 多 な事 項 に秩 序 を与 え,言 葉

を 散漫 乱 雑 な塊 と しな い、・、宗で啓 発 され る,

③ 客 観 的 言語 と主 観 的 言語 を対 立 させ,そ れ をr相 伴 はせ て」 教 授 す

る と い ラ考 え は 自然 で 無理 の な い方 法 で あ る.

山 口 は,こ の批 判 で見 られ る よ うに,は じめ は 「グ ア ン法 」 を実 験 した

が,の ち に は ・言 語 理 論 と実 際 の 授 業 の経 験 σ)両面 か ら・ 「グ ア ン法 」 を

越 え て,山 口 自身 の教 授 法 を打 ち立 て た の で あ る,

あ と が き

山 口が 一貫 して す ぐれ た 日本 語 教 授 者 で あ った こ とは,少 な く と も 日本

語 教育 関 係 者 の あ い だ では よ く知 られ て い る が,山 口 の授 業 の実 際 を直 接

知 って い る人 は,い ま は ご く少 数 で あ る,そ の少 数 の人 の記 憶 に よ っ て語

られ る鋤 の を聞 い て,山 口の 授 業 の 実 際 を想 像 す るほ か な い,
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山 口 は 目本 語 教 育 の実 践 者 で あ る と同1寺に,理 論 的 指導 者 で もあ った.

しか し山 口 の著f乍論 文 は そ の うち の1冊91を 除 い て,す べ て終 戦 前 に刊 行

され た も の で あ 窮 中 に は外 地 で刊 行 され た もの もあ る剛.し た が って,

主 著 『日本 語 教 授 法 原 論 』 さえ も,現 在 入 手 困難 な状 態 で あ る.山Rの 名

を知 って い る もび)げ)うち,は た して何 人 が 山 口の方 法 を理 解 してい るか と

、慰われ る.

山 口σ)日木 語 教育 に お け る事績 は 尊 敬 しな け れ ば な らな い が,か れ を伝

説 的 な 人物 に 祭 りあ げ る 二 とが あ っ ては な らな い.同 時 に,山 口 の 唱 道

し,実 践 した教 授 法 が妥 協 を許 さぬ 直 接 法 で あ る とい う理 由で,あ た まか

らそれ を無 視す る とい う態 度 も容 認 す べ きで は な い,現 在 の 日本 語 教 育 の

お かれ て い る状 況 は,山 口の 時代 とは あ ま りに も異 な るけ れ ど も,山 口 の

教授 方 法 を こん に ち σ)照明 σ)もとで 解 明 す る こ と を怠 っ て よい とい う理 由

には な らな い.

山 口喜 一 郎 の著 述

1.著 書

外 国 語 とし て の我 が国 語 教 授 法1933.8自 家 版(旅 順)

日本 語 教 授 法 概 説194L11北 京 新 民 印 書 館(北 京)

口木 語 教 授 法 原 論1943.7新 紀 元 仕

話 言 葉 とそ の教 育195王.6刀 江 書 院

2.講 座 ・シ リーズ な どの著 述

東 洋 人 に対 す る国 語 の教 授 法(朝 目新 聞 社 編 国 語 文 化 講 座 第6巻

国語 進 出編)1972.1朝 日新 聞 社

話 す こ と¢)教育(こ れ か らの 国 語教 育 ワ)ため にIV)1952.12習 文 杜

8)「 日本 語 教 育研 究」 第L号(日 本 語 鴛 師 連盟 発 行1970〉 に 艮 沼1自:兄氏 の 山]の

教授 法 に つ い て の 談 話 が あ る.

9)ri舌 高目葉 とそLD享気育」1951,刀1二 書5完.

10)r日 木1齋 教授 法 概 併.」1941・ 北 京阜 成 門 外北 礼 士,1為 新 民 巨1=書鮪・
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話 す こ との 教 育(全 国 大 学 国 語 教 育 学 会 編 国 語 科 教 育 第1集 〉

1962.5

3.雑 誌 に 執 筆 した もの

雑 誌r日 本 語 」(日 本 語 教育 振 興 会編 集 発 行1941,1～1945,1)

北 支 に於 け る 日本 語 教 育 の特 殊 性1-21941.5

日本 語 教 授 法 序 説1-11972.1

自国 語 と外 国 語 一 日本 語 教 授 法 序 説2H-31972.3

自国語 と外 国 語一一一日本 語 教 授 法 序 説3H-41972,4

直 接 法 と対 訳 法(1)一 外 国 語 教 授 法 そ の4H-81972.8

直 接 法 と対 訳 法(2)一 外 国語 教 授 法 そ4)5H-91972.9

台 湾 にお1ナる伊 沢修 二 先 生V-11945.1

雑 誌r文 学 」(岩 波 書 店 編 集 発 行)

外 国語 と して の我 が国 語 の 教 授 法 に就 い て 、皿一4(特 輯r束 亜 に於

け る 日本 語 」)1940.4

4.座 談 会 の記 録

華 北 にお け る 日本 語 教 育.目(r日本 語 」1-7)一 鯛Lエ0

筆 者 の調 べ た の は以 上 の とお りで あ るが,こ こ に漏 れ た もの を ご教 示 い

た だ けれ ば しあ わせ で あ る。

(追記)

小稿 は山口の教授法形成の背景 について,特 に台湾峙 代を取 りあげた。rlI口喜一

郎関係研究 資料 目録 もつけるつ も りであ ったが,筆 者 の在 外研究 出発のため,で き

なか った,本 文 にも不備の点が多 く,原 稿提 出をため らったが,編 集 委員の好意 あ

る督促 を受 け,か たがた,こ とし1972年 が山口喜 一郎生誕100年 の年で もあるので・

それに ちなんで,不 備のまま提出する ことに した・ ご教 示 ・ご叱正を待つ しだいで

ある,
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